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東亜天文声繕観測部月報

流星課観測報告　Monthly　Report，　M：eteor　Section（43）

　　　　　課長　小門孝二艮β（K6zirδ．　Komaki）

　本年三月は襯測者極めて少く成績が悪かったが，四月は琴座流星群を中心として多

くの観測者が活躍したので観測数も甚だ多かった・今回は新しく下記の襯測者を得た

奮圖を希ふi欠品である．

　　　　大分縣中津市一ッ松　　　　中野繁君
　勝修三君並びに稻垣武五君が東京市内の爲，面諭には甚だ不都合な環境にあるに電

力）Nbらず，優秀な槻測を得られて着・々成績をあげてゐられるのeこは全く敬服せぎ．る

を得な）・・本田君や森下君も例によって立派な襯測を得られてみる，

× × 〉く × X

　　　　　　流星群の出現歓祝（Notes〔m　Apparitious　of　Swarms）

　1．四月のi琴座流星群　（LyTid　in　ApriU933）

　四月の琴座群流星期中に．観測された方々は，下保，森下，翻身垣，笹部，本田，

高垣の諸君である・22日に於ける下保君の襯測が最も豊富な串現を示してみる．（一時

間の卒均出規数はll・7個，　Factorによる修正値は15・6個である・）森下：君は20日に見

られて居り，二君及び二色君は其の後23．日，25日，27日，29日にも引つづき槻測され

てるる．国君の襯測された29日の出現籔は一時間ZF均4・7個である・筆者は高垣君とと

もに230一門を行ったが，一時間に8個の琴座流星を認めることが出島た・極大は群で

ないが22日にあったのではなからうか・本年はとくに流星群の末期に於ける出現がよ

く襯測されたのが興床を惹く・勝君が29日に槻質した琴座流星を光度別に数へて見る

と・

　　　L5等・…・・…5個，　　　2等・・……・7個，　　　3等・……・d楓
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となり比較的強暴のものであった標である．速度は概して急速で，痕を疫すものはな

く，色は二叉は青白色と見られてるる．

　下保君三十の23日に於ける琴座流星の15個を先度別にして見ると，

　　　2等・一一3個，　　2．5等一…・・1個1　　　3等・・……・4個，

　　　3・5等・一・1個，　　　4等・・一…3個，　　4・5等…一・・2個，

　　　5等…・一・1個・

であって童画のものより一般に弱目である・襯測者の光度の見積りに相異があらうか

ら二者の比較をそのまx出來まいが，勝君の襯測したる29日の琴座流星群がかなり優

勢なものであったのはたしかであらう・

　2．四月下旬の蛇遣座流星群　（ζ一〇phiuchid　in　last　decade，　April）

　勝君は27日及び29日　（，姫垣君は27Eに蛇遣座附近に輻射鮎を有する一流星群を襯

測されてるる・勝：君の観測によれば27日には一時間6個（修正値8・6個）を見られてるる

黙から，可成り豊富な出現であったらしい・聖君の見られた同県に薦する十一側の流

星を光度別にすれば下記逓りで，あなどり難）・強光度のものである・

　　　一2等…　曲・…　1側，　　　　　　一ユ等・・・・…　r・1個，　　　　　　1等…　。・，．・．2側，

　　　1．5等・…・一2個，　　　　2等…・一・5個・

　3．奨の他の流星群（Other　Swarllls）

　四月上旬中旬に見られる乙女座の火球は今回はあまり認められてみない・勝君及稻

垣君は29日に蛇遣座附近に活動する一流星群を見られてるる・其他には著しいものは

なかった．

襯測者，親測者及槻測籔　（Summary　fbr　Mar．＆April，1933）

観測者Observer

勝　修三

佐野英生
下保　茂

片山稚彦
森下　功
連載武五

本田　實
笹部同一
小棋孝二郎

高垣孝一
中野　繁

此此
Abbr．

照
翫
漁
時
臨
1
9
田
跳
恥
㎎
旧

観測地Locality

東　京　市

山梨縣均八

寸　幌　市

尾　道　市

廣　島　市

東　京　市

鳥取縣八東

大阪府池田
和歌山縣鳥屋城

和歌山縣鳥屋城

大分縣中津市

三　　月　　March

回籔　時間籔
Nights　IDuration

1
1

0
0

0
0
り
0

流星数
Meteors

8
3
　
1

四　　月　　Aprit

回数
NigDts

4

1
2
2
4
0
2
1
1
1
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雌の外に大分縣杵築の渡邊恒夫氏から火球の報告があった・



東亜天文協會襯測部月報 315

大　流　星．Bright　meteor　observed

mar．15 Wt契 1．9　36 2 3
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「
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103．5＋］3 97 一13．5

備考　Remarks－x“Wtは大分縣杵築町に於ける渡邊恒夫氏の観測である・

　　　　　　　観測結果の概要　（Daily　summary　for　observations）
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備考　流星撒の欄にで（．）中は数へたる流星歎を示す・On工y　cOUnted

　　　Lは琴座流星群の流星を意味ずる．．L　・　lfyrids

　　　ce1．5m間休止・5m　Stopped

　　　ee2．　4－OphiuChids＝6

　　．ce3．ζ一〇phiuchids　＝＝　・5，　λ“Ophiuchids；＝5十1？

　　　K4．　Virgonids＝3？

　　　’k5．　c－Ophiuchids　＝3

　　　N・　6．　X－Ophiuehids＝i　1

　　甚7．LyridS　8個の中3個のみ経路記錐・3Paths　rec，cl



3・1－6 東亜天文協會観測部月報

観測より得たる輻射艶　（Radiant　P・ints　derived　fr・m・bse・vati・ns）

番號Cur蔦No，

輻　射　　貼Raciant　Pt．

精度Wt． 襯測者も）hs． 備　　　考　：Remarks
日　　時Time

ﾐ・c・T・） 肱1鳳
流星

^
1246

1247

1248

1249

1250

1251

1252

1’20”　，‘s

1254

March　29．161　193

April　22．061　．P71．t’）

　　25．05　1　280

　　27．06　1　248

　　29．07　1　248

　　29．07　1　271

　　29．07　i　280

　　27．06　1　277

　　22．95　1　198．5

一3　1　8　1　2　1　Sn

十36　i　］7　i　4　　1　Kh

十38　1　4　1　3　1　Kt

－9　　　6　　　3　　　ク

ー8　　　5　　　2　　　ク

十13　　　5　　　3　　　ク

＋36　　　6　　　5　　　ク

十34　1　5　1　2　1　lg

－13　1　1　　1　er　1　Sb

Lアrid

Lアr量d

4－Ophiuchid

X－Ophiuchid

XOphiuchid

工・yrid

ク

S．M　ct－V：，r

s．M・停止流星

黄道光課報告（1933年4A）

　　課長　荒本健見

　宵西天の黄道光は衰滅の一途をたどる・牡牛や双子の銀河からやっと頂黒占を伸すと

光帯に木星が頑張る．梅雨がニケ月も早く來たやうな天候にあひ・成績は充分ではな

かった・九州大學の坂元君が南洋に族し，めづらし）・牧獲を得たことは意多なよろこ

びであった．観測者はかなり多い・

　1，観測者1観測地及び観測敬

観　測　者

助
信
實
郎
夫
茂
壽
二
男
一
馬

之
實
　
治
繁
　
丁
七
武
榮
鐵

細
田
響
町
森
果
二
元

淺
煽
本
廣
窪
下
金
沓
松
笹
坂

略符

b
k
n
r
b
h
n
t
t
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

A
H
H
H
K
K
K
K
M
釧
釧

襯　　測　　地 黄道光 刀の黄道光 封日照

山口縣長府町 3

大阪府池田町 1

鳥取縣八束村 2

岐阜縣美濃町 2

京都府編知山
1 ］ 1

札　　幌　　市 4 6

長野縣水内村 2 1

長野縣青木村
1

窒　　中　　市 5

大阪府池田町 3 1

福岡市外箱崎 9 4
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佐　野英　生

ｲ々木一二

Sn

rs
山梨縣引延山
椏s府幅知山

5　　1

P

3

2，黄蓮光観虚日一一ee（由比の下に短線一を附してあるのは曉東天の観測）

飴
恥
恥
翫
ゆ
福
山
翫
瞳
肺
駄
馳
＄

12

三12

1？，

13

13

14 16

16

7
一
イ
「
’

－
1
1

17

1，g

1
9
，

9．2

L）e）

27

2t7

　　lor　17　22

14　22　2614　16　17　18　19．　20　21　22　27
　　　　　　　　　　　　　　　22　24　27　28　Zt・

　5，曉東天の黄道光の概況

　毒中の松本君は4日曉4時10分から5時まで調査し，全く認めずと報告してみる・管

にかなりの出現を見せてみるのであるか，らこの曉特に淡かったのであらう・一方佐

野君は29日曉3時50分にスケッチをとってみる・黄道の位置が地卒線上に横はると）・つ

た状態で，困難を極め，正確を期し難）・・形は細長く，射手座の銀河をつ）・て幅約10。

の光帯が天秤座にま．で達してみる・勿論非常に淡）・・土星を含んでみる・

　4，宵西天の出現の概略

　例によって離角の値は大きく100cを越えてみる・多くの諸君は光箒をもそへてみる

しかし，どうやらおちついて來るといった感じがある．かうなると攣化の問題1につい

て論じにくくなるが，12日松本君のLノ・ゲシク有ザの記錐，26日笹部君の申央部の光

輝の北移と中心線の傾斜の攣化■のスケッチに加へられてるることに注目する．

　5，明るさ及び外形の異常，並に黄道外の光帯

　本田君は17日の観測に，諸方向の等光線によって6匠分してみるが，低部の方が淡い

結果を得てみる・26日にもみとめられるが，銀河のため不充分，松本君は15日黄経65。

のあたりに北方に短い光帯をとってみる・笹部君は26日火星のある黄経155。のあたり

の北方にコブのやうな丸V・突禺部をとってみるが，それに關聯して上部の光帯が彌曲

してみる・】4日にはこの現象はない・

　6，坂元君の南洋に於る観測の概略と，内地と共同観測の二二的結果

　非常に澤由の等光線が用ひられ，地李線までとってある・勿論すべて光帯であって

さすがに明るv・・内地の諸君との計書的或は偶然の同時観測の結果を報告する・南洋
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の時刻は日本内地時刻に改めた・（Aは駅者座・Mは一角獣座の銀河の明るさを示す）
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　上表に於て，坂元君の観測地はテ昌アン島，・タ島，サイパン島で，19日以後は蹄

航中のものである・忌中の襯測も内地時刻にして加へてみた．

　7，窪田君の月の黄殖光について

　11日の大きい月の出るところで，19時40分目）・ふから西天には薄明が蔑ってみる・

頂貼は大）’に北偏し，頭は低く，幅瞬く，攣化をみとめ，全く普通の出現である，

　8，勤日照観測日一寛
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　9，四月の勤日照の出現擬況

　位置は乙女星座にあって見易く，形はやや大きく，圓形或は擶圓形に近い■．一般に

北側が明瞭に槻測されてるる・明るさもかなりの時があった・中心黒の偏りは決定的

にいはれない・光馨は充分わかってみない・佐野君は常に早い時刻に，黄道光と一し

ょに光箒をとってみる・

　10，2日笹部君の詳細な等光線

　夜半後の襯測であるが，全形を三部分にわかち，内部の異常突起や，北方の外部光

帯がそへられてるる．かなりの明るさであったことに重みをつけ，中心鮎は反太陽黙

より束に3・50，南に1。偏してみることを報告する・光帯は東方のみ・

　11，15日窪田君の封日照の位置

　大きい形であるが、木星と火星とを含み，その中心黙は反太陽黙よりも33。電西に．

偏してみる・西方非常に不明瞭で，光帯はとられ・てるない・

　12，坂元君の南洋から門下申の丁丁と同日の内地の観測

　19日坂元君の22時30分の観測と同日下保君の第二回の観測22時のものと比較するに．

外形は北海道の方がハツキリしてみるが，形はやや小さい・中心黙の位置は丁度下弓

になってみる・下保君はこれより以前に二化を認め，坂元君は東西雨方に光帯をとっ

てみる・大膣の形は相似である・22日の二君のぼぼ同一時刻のものは全くまとめにく

い．

　15，佐野君の異四光鱒

　封日照の中心から西北及び西南に向ふ二七が加へられてるる・殊に北に向ふ光帯は

廣く勇し）・ものである・これは27日の坂元君の観測における黄道上黄経230。のあたり

の圓形の光輝部分の如き光と同類に考へることは禺來な）・だらうか？光帯が微光懐

星㊧密集域に認められる二合は錯畳と考へられやうが，佐野君の場合はさうではな）・

とにかく黄道光特なるものが蜀日照と密接な二野があるらしく，これに件って黄道附

近の一時的或は永久的薄光物質の存在が熱心に考へられつつあるのである・

　　　　　　　訂　　　　正

七月號　270頁，観測者及観測激の欄中

十一月（November）を一月（∫an・）に

十二月（Deceml｝e；）を二月　（Feb・）に
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太陽豊平黙相封辮階（1933年六区）

大西営亀木森三沓水七千下

橋村本井邊　諸掛谷垣葉保

　　　　　　　　　　　　京一花花近大諏長束東水札
都都山山江垣薄野：京京澤幌
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1935年八月中句のホ遊星圖
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　本年8月中旬に我が地球に接近逆行中の小遊星の位置と蓮動方向（矢の方向）を示

す・（＝）の申は小遊星の番號を表はし，其の傍の藪字は光度で12・9等級迄のものを

記入してある・


